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スポンジチタンの減産及び収益改善に向けた諸施策に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、下記の通りスポンジチタンの減産及び収益改善に向けた諸施策につい

て決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１． スポンジチタンの減産等 
 （1）理由   

世界的な景気低迷により一般工業用及び民生用の需要が減少したことに加え、新型航空機ボーイング

７８７型機の納入遅れをはじめとした航空機需要の縮小によります。 
 （2）対応策 

①茅ヶ崎工場 
    生産能力月産１，２００ｔ（プロダクトミックス後）を現在約１５％減少し、月産１，０００ｔ体制と

しておりますが、平成２１年４月１日から当分の間、生産能力に対し４０％減少し、月産７２０ｔ体制

といたします。 
②若松工場（新スポンジ工場・仮称） 

    平成２１年１２月稼働開始を予定していた若松工場については、稼働開始を平成２２年４月に４ケ月延

期いたします。 
 
２． 収益改善に向けた諸施策 
 （1）理由 
     平成２１年度は、上述したとおり主要製品であるチタン販売量の減少に加え、販売価格の低下により非

常に厳しい収益環境となることが見込まれます。このような状況に対処し、以下の通り収益改善に向

けた諸施策を実施することといたしました。 
 （2）内容 
   ①役員報酬の削減 
     本年 1 月から、取締役、執行役員等の報酬を５～１０％削減しておりますが、４月からは当分の間、

１０～２０％の削減といたします。 
   ②管理職賃金の削減 
     本年４月から当分の間、管理職賃金の３～４％の削減を実施いたします。 
   ③休業の実施 
     減産により余剰人員が発生いたしますが、休業によるワークシェアリングを実施し、雇用調整助成金

の受給を申請いたします。 
   ④生産効率化、経費削減 
     生産の一層の効率化に努めるとともに、全社・全部門にわたる徹底した経費削減を図ります。 
 （3）効果 

上記（2）の実施及び役員・全社員の業績反映賞与に基づく賞与減額等による収益改善総額は、平成

２１年度において約２０億円となる見通しであります。 
 

３．収益見通し 
現在予算の策定作業中でありますが、現時点で以上の内容を織り込んだ平成２１年度の経常利益は１０億

円程度の赤字となる見通しであります。なお平成２１年度の業績予想は平成２１年３月期決算短信発表時

（平成２１年４月３０日）にお知らせする予定です。 

     以 上 


